
【黙　　祷】

　６月２日にご逝去された吉田武明パスト会

長に哀悼の意を表して黙祷を捧げます。

・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　秦 誠会員

【会長報告】

　今年度最後の卓話は秦誠会員です。どうぞ

よろしくお願い致します。

　６月のＲＩレートは１ドル１５９円です。

　今年度も残すところ１か月を切りました。

本日の会報・広報委員会担当の卓話のあとは

クラブ協議会が２週連続となります。気を抜

くことなく頑張って参りますので最後までご

支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　３週間前くらいに今年度のガバナーが亡く

なられ、そのあと次年度の原島会長エレクト

（秩父ＲＣ）がご病気で痩せられて心配してい

たのですが、先日、次年度役員会でお元気な

姿を見せてくださり大丈夫とのことでした。

これから手術とのことです。ご心配をおかけ

して申し訳ございませんでしたとの報告があ

りました、と、地区から連絡がありました。

【幹事報告】

　先週の理事会で５名の方の入会が承認され

ました。本日皆様にご通知しましたので、異

議のある方は理由を明記した書面を７日以内

に会長に提出してください。１７・２４日はク

ラブ協議会です。日程、発表者の変更等は幹

事までお知らせください。

　

【委員会報告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　市川君

　第３グループの１０のＲＣは、７月から東

と西に分かれます。所沢の４ＲＣが「第３グ

ループ東」、飯能・日高・狭山中央・新狭

山・入間・入間南ＲＣが「第３グループ西」

となります。まだＩＭの開催は流動的なので

すが、第１回だけは従来通り１０クラブ一緒

に開催することに、先日の会長幹事会で正式

に決まりました。日程は未定ですので「年度

計画書」に記載はありません。決まり次第お

知らせ致します。

　

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　森住出席向上委員

・見学者１名  （株）野口産業 専務取締役 野口様

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・お蔭様で明治天皇様行在所記念碑できまし

　た。　　　 吉田（行）君、中里（忠）君、沢辺君

・秦さん、卓話頑張ってください。　髙橋君

・入会記念日：福島君

・早退：馬場君

本日計１０，０００円、累計額１，０９７，４４６円。

◎１７日例会当番は細田（伴）、福島会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　本間会報・広報委員長

　委員会として、会員皆さんのことを知って

頂きたいという思いから、なかなか普段飲み

会とかに参加できていない秦会員の、しかも

プライベートな趣味のことについて話して頂

くことにしました。あの秦会員がお金の話で

はなく芸術の話をしてくれる（笑）ということ

で、ためになる話だと思いますので是非お楽

しみ頂ければと思います。

　委員長と私、２人の小さな委員会で、卓話

をどうしようかと悩んでいたのですが、私が

普段しているささやかな研究の一つを紹介し

ようかなという話になりました。あくまでも

個人研究なので参考程度に聞いて頂ければ幸

いです。

　先程食事の時に服部副会長から「（銀製品は）

いつからの趣味ですか」と聞かれたのですが

実は私、銀とかの趣味はもっていなくて、い

ろんなことを調べるのが趣味なのですね。で

すから、今日の話は私が調べたテーマの一つ

ということで、その内容を少し紹介しようか

なと思っています。

　１つ目の質問です。世界で最も価値の低い

貴金属は何でしょう。

　それは銀なのですね。先日調べたところ、

金（ゴールド）は１ｇあたり約２万４，０００円、

銀（シルバー）は３００～４００円。金は銀の約

６０～８０倍の価格でした。貴金属と言いな

がら今、銀は価値の低いものとなっており、

一般論として、一流の芸術品は一流の素材で

作られるという傾向がありますから、果たし

て銀製品でいいものがまだ作られているのか

という疑問が次第に出てくると思います。

　例えば、凝った彫刻を施した象牙の根付

（ねつけ）や煙管（きせる）、

アンティーク家具などは

必ず銘木で作られます。

大理石で建てた大聖堂は

大理石に彫刻します。レ

ンガに彫刻するわけには

いきません。一概には言

えませんが、現代におい

て、銀の芸術品にアート

としての価値の高いものがあるのかというと

非常に限られているのではないかと私は思う

のです。

　本当に良い銀製品を探すなら、どの時代に

目を向けるべきなのか。これが２つ目の質問

ですね。

　１８７０年。この年に何があったかと言う

と、実はそれまでヨーロッパは銀本位制で、

銀は通貨そのものでした。１８７０年になると

イギリスやアメリカなど西洋の主要国が金本

位制に移ってしまったので、この年、銀の値

段が暴落したのですね。と言っても何割か安

くなった程度でしたから現代の安さではまだ

ないですね。

　さらに１８７０年は第２次産業革命が始まっ

た頃でした。そのことと銀の価値とどう関係

するのかと言いますと、銀は銀の鉱山から採

れるものではあるのですが、銀はほかの金属

に混ざっている「伴生鉱」で、要は副産物と

して採れるという特殊な性質をもっているの

です。鉄鋼やそのほかの金属の精錬の効率が

飛躍的に高まると、その副産物として銀も大

量生産されるようになっていきます。第２次

産業革命の終わりは１９１４年頃、第一次世界

大戦が始まった頃になります。

　１８６０～７０年頃にイギリスで第２次産業

革命が始まったという説があり、この頃から

鉄鋼の生産量が増えて、精錬技術も向上して

現在まで鉄鋼の消費量はずっと増え続けてい

ます。併せてシルバーも大量生産されて価格

が慢性的に下落しているのですね。

　以上の理由から、本当に良いものを見たい

のであれば、１８７０年代以前、遅くとも第２

次産業革命が終わる少し後、１９２０年代まで

に作られたものを見た方がいいと私は判断し

ました。

　ヨーロッパにおいては、昔はひと揃いの純

銀の食器をもつことが上流社会への“入場

券”でした。こうした銀製品がヨーロッパの

上流社会に普及することによってたくさんの

ニセモノが出てくるようになります。

　そこで生まれたのが今日お話する、銀の品

質を保証する「ホールマーク制度」です。

　これはロンドンで１４世紀に始まりました。

貴金属の職人組合の本拠地であった「ゴール

ドスミス・ホール」で検査を受け、基準を満た

した銀器にだけ、工房のマーク、純度のマー

ク、検査所のマーク等が刻まれました。これ

が「ホールマーク」の語源となります。

　実際の表記を、撮影した動画でご紹介しま

す。

　こちらは１８世紀後期、ジョージ３世時代

のイギリスのペッパーポットです。塩や胡椒

を入れる容器で、美しい螺旋装飾が施され、

バロック様式のソロモン柱に由来する伝統的

な意匠が取り入れられています。よく見ると

ここにホールマークが刻印されており、本に

よってそれぞれのマークの意味を調べること

ができます。左から工房のマーク、次の「ラ

イオン」のマークは純度９２．５％、純銀であ

ることを示しています。ちなみに、イギリス

のホールマークは全て、ほぼ肉眼で確認でき

ますが、あとでお話するフランスのものは肉

眼ではあまり確認できないものになっていま

す。次に「Ｘ」。アルファベット２６文字と周り

の枠に数パターンあって、その組み合わせで

約４００年間の数字を表すので、これを見る

といつ作られたのかが正確に分かるのです。

本で調べるとこれは１７９３年製ということが

分かります。最後に、このアンカーマークは

どこで検査されたかという、検査所のマーク

で、「アンカー」はバーミンガムの検査所を示

しています。

　銀製品なので錆びます。２つありまして、

１年前に私が少しきれいにしたものと比較す

ると約１年でこれくらい錆びるのですね。

　ほかにも、カトラリーがさまざまあり、ヨー

ロッパではテーブルマナーが重視されている

ので、いろんな場面において全部違う道具を

使っているのですね。

　こちらが、チーズをスライスするスプーン

ですね。

　こちらは５種類のカトラリー。一番左の２

つは１３～１４ｃｍ位の大きさで、大皿に盛ら

れた料理を自分のお皿に取り分けるための専

用器具だそうです。左から３番目はアイスク

リームを取るスプーン。１１～１２ｃｍ位です。

左から４番目は一番小さいコーヒースプーン。

私はコーヒーはあまり飲まないので知識がな

いのですが、エスプレッソスプーンと言って

コーヒーの中でも小さなコップで飲まれてい

るコーヒーだそうです。右の２つ、フォーク

とスプーンはデザートフォークとデザートス

プーンです。１３～１４ｃｍ。

　持ち手の末端から一番下の部分に、まずは

「トーチ」が真ん中にありますが、古典主義に

おいて光明と真理を象徴するものです。エレ

ガントに広がる双翼があり、立体的に彫刻さ

れています。上の方には、宮廷において装飾

の定番である「棕櫚葉紋」が美しくあしらわ

れています。上の方で見るとフォークの左右

に２つのマークのようなものがあり、左が工

房のマーク、右が検査所のマークで、非常に

小さく刻印されています。

　イギリスのものと違ってフランスのものは

マーク自体が非常に小さく、芸術品のように

なっています。肉眼では見えませんがルーペ

で見るとアテナに似ていませんか。こちらは

「ミネルヴァ」と言って、ローマ神話に登場する

知恵・芸術・工芸・戦術をつかさどる女神で

す。ギリシャ神話のアテナと同じルーツで、

見た目も似ています。似ているものが２つあ

りまして、上の方は、ミネルヴァのおでこの

脇に数字の「１」、下の方はあごの下に「２」が

刻印されています。外枠も形が異なっていて

上の方は純度９５０、下の方は純度８００、シル

バーが８０％のものとなっています。

　この２つですが、どこで検査されたのか、

いつ作られたのか、というのは、フランスで

すのでイギリスのようにきちんとしているわ

けではなく、おおよその年代が

分かるようになっています。

　このマークは１８３５～１９７３

年。１００年以上の幅がありま

すからおおよその年しか分から

ないですね。

　次はこちら、ゴールドに見え

るのですがシルバー製です。シ

ルバーだと錆びるのが非常に早

いので金メッキされています。

　２つの花かごの形があり、交

差するローリエの枝と繋がって

います。その上にパームリーフ（ヤシの葉）

やハニーサックル（スイカズラ）などの精巧

なレリーフが施されています。非常に立体的

に作られていますが、これは鋳造ではなくて

おおよその形になってから金工・彫金（金属

では彫刻という言葉は使わないようです）を

施すというかたちで一つ一つ職人が手で作っ

ているのです。

　これが正面で、これが同じスプーンの背面

です。背面の方はタコ足のように見えます

が、優雅にうねる古典的なアカンサスの唐草

文様です。その上は「盾」ですね。特注品で

あれば、その家族の頭文字（イニシャル）だっ

たり、注文者の家紋が刻印されることが多い

のですが、これは一般の販売品で、家族の名

前とかは刻印されていないものになります。

さらに上の、２匹の蛇が巻きついた杖は、ギ

リシャ神話の商神・ヘルメスの持っている

「カドゥケウス」という杖です。ヨーロッパに

おいては伝統的なカトラリーの意匠で、この

モチーフは富・繁栄・知恵・幸運をもたらす

大変縁起のよい象徴となっています。

　ちなみに、フランスの有名ブランド・エル

メスとヘルメスは綴りが“Ｈｅｒｍｅｓ”と全く

同じです。フランス語ではＨを発音しないの

でエルメスとなっているわけですが、関連を

調べたところ、ブランドの創業者がＨｅｒｍｅｓ

なので苗字由来ということでした。これはブ

ランドのエルメスの記念館にそう書かれてい

るのですね。そこで、その苗字自体がヘルメ

ス神由来なのではないかという疑問がさらに

起こるわけですが、これも調べたところ、創

業者はフランス人とドイツ人のハーフで、国

境付近の地名から由来するという説と、ドイ

ツ語由来という説とがあり、いずれもヘルメ

ス神由来という証拠が一切ございませんでし

た。そもそも、ブランドのエルメスには博物

館がありまして、そこに紹介されているブラ

ンドの歴史の中にも、ヘルメス神との関連は

一切確認できませんでした。ですので、関連

はないかなと私は思っています。

　フランスのホールマークにはもう少し種類

があり、先程紹介したのは左の２つですが、

真ん中は「イノシシの頭」と「鍵」のマーク

です。この２つはいずれも純度が８００です。

左側の女神と何が違うかと言うと、イノシシ

の頭と鍵はさらに小さい製品に使われている

のです。イノシシの頭と鍵では何が違うのか

と言うと、パリで作られたものがイノシシの

頭で、パリ以外の地方で作られたものが鍵の

刻印になっています。

　右のものは「マーキュリー」です。その方

の名前がマーキュリーのようですね。

　このマークが付いているものは輸出品で

す。輸出したものには、先程の純度マーク以

外にさらにこれも刻印されるのですね。真ん

中にある「うさぎ」のマークには左下の方に

「×」があり、これは輸出品で返品されたもの

ということになります。返品されて、さらに

修理、バリ取りなどをして再輸出したものに

は「×」のある「うさぎ」マークが付くので

すね。

　ホールマークの付いていないものは偽物で

本当の銀製品ではないのかと言うと、実はそ

うではありません。あくまでも、検査所に出

してマークを付けてもらうので、特注品とか

貴族の方だけに作っているものにはマークの

付かないものもたくさんございます。

　これは博物館で撮影したものですが、高さ

３０ｃｍ、横幅４０ｃｍ位の大きめの宝石箱です。

シルバー製ですが、マークが無いので純度は

分かりませんが、非常に凝った彫刻が施され

ています。

　ホールマークが無くても良いものはたくさ

ん存在するということですね。ちなみに、こ

ちらの宝石箱は推定１７～１８世紀のものです。

　銀製品は「１６世紀」が大きな境目となって

おり、１６世紀以前のものは非常に高額になっ

ています。１６世紀の大航海時代に、植民地

で大きな銀山が見つかって、一度シルバーの

値段が下がってきたのですね。さらに１８世

紀以降は技術が向上して少しずつ銀製品の流

通が多くなって、だいぶ価値が下がってきて

いるということになります。

◎中里会長コメント

　先日秦さんといろいろお話したのですが、

銀を見分ける簡単な方法があるとのことでし

た。銀をお持ちの方は参考にして頂ければと

思うのですが、磁石を銀に当てて吸着するよ

うでしたら本物の銀ではないそうです。ま

た、氷を上に置いて急速に氷が溶けるようで

あれば本物の銀。銀は熱伝導率が高いので、

ちょっと当てるとサッと溶ける勢いがあるそ

うです。

　ほかにも簡単にできる６つのテストがあっ

て、例えば音のテストは叩くと変な音がガー

ンとするとか、酸のテストは臭いが凄いと

か、漂白剤を銀に掛けると黒くなるとか、い

ろいろあるそうです。

　参考になりました。今日は有難うございま

した。

　

親 睦 活 動 月 間

ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ
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となります。まだＩＭの開催は流動的なので

すが、第１回だけは従来通り１０クラブ一緒

に開催することに、先日の会長幹事会で正式

に決まりました。日程は未定ですので「年度

計画書」に記載はありません。決まり次第お

知らせ致します。

　

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　森住出席向上委員

・見学者１名  （株）野口産業 専務取締役 野口様

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・お蔭様で明治天皇様行在所記念碑できまし

　た。　　　 吉田（行）君、中里（忠）君、沢辺君

・秦さん、卓話頑張ってください。　髙橋君

・入会記念日：福島君

・早退：馬場君

本日計１０，０００円、累計額１，０９７，４４６円。

◎１７日例会当番は細田（伴）、福島会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　本間会報・広報委員長

　委員会として、会員皆さんのことを知って

頂きたいという思いから、なかなか普段飲み

会とかに参加できていない秦会員の、しかも

プライベートな趣味のことについて話して頂

くことにしました。あの秦会員がお金の話で

はなく芸術の話をしてくれる（笑）ということ

で、ためになる話だと思いますので是非お楽

しみ頂ければと思います。

　委員長と私、２人の小さな委員会で、卓話

をどうしようかと悩んでいたのですが、私が

普段しているささやかな研究の一つを紹介し

ようかなという話になりました。あくまでも

個人研究なので参考程度に聞いて頂ければ幸

いです。

　先程食事の時に服部副会長から「（銀製品は）

いつからの趣味ですか」と聞かれたのですが

実は私、銀とかの趣味はもっていなくて、い

ろんなことを調べるのが趣味なのですね。で

すから、今日の話は私が調べたテーマの一つ

ということで、その内容を少し紹介しようか

なと思っています。

　１つ目の質問です。世界で最も価値の低い

貴金属は何でしょう。

　それは銀なのですね。先日調べたところ、

金（ゴールド）は１ｇあたり約２万４，０００円、

銀（シルバー）は３００～４００円。金は銀の約

６０～８０倍の価格でした。貴金属と言いな

がら今、銀は価値の低いものとなっており、

一般論として、一流の芸術品は一流の素材で

作られるという傾向がありますから、果たし

て銀製品でいいものがまだ作られているのか

という疑問が次第に出てくると思います。

　例えば、凝った彫刻を施した象牙の根付

（ねつけ）や煙管（きせる）、

アンティーク家具などは

必ず銘木で作られます。

大理石で建てた大聖堂は

大理石に彫刻します。レ

ンガに彫刻するわけには

いきません。一概には言

えませんが、現代におい

て、銀の芸術品にアート

としての価値の高いものがあるのかというと

非常に限られているのではないかと私は思う

のです。

　本当に良い銀製品を探すなら、どの時代に

目を向けるべきなのか。これが２つ目の質問

ですね。

　１８７０年。この年に何があったかと言う

と、実はそれまでヨーロッパは銀本位制で、

銀は通貨そのものでした。１８７０年になると

イギリスやアメリカなど西洋の主要国が金本

位制に移ってしまったので、この年、銀の値

段が暴落したのですね。と言っても何割か安

くなった程度でしたから現代の安さではまだ

ないですね。

　さらに１８７０年は第２次産業革命が始まっ

た頃でした。そのことと銀の価値とどう関係

するのかと言いますと、銀は銀の鉱山から採

れるものではあるのですが、銀はほかの金属

に混ざっている「伴生鉱」で、要は副産物と

して採れるという特殊な性質をもっているの

です。鉄鋼やそのほかの金属の精錬の効率が

飛躍的に高まると、その副産物として銀も大

量生産されるようになっていきます。第２次

産業革命の終わりは１９１４年頃、第一次世界

大戦が始まった頃になります。

　１８６０～７０年頃にイギリスで第２次産業

革命が始まったという説があり、この頃から

鉄鋼の生産量が増えて、精錬技術も向上して

現在まで鉄鋼の消費量はずっと増え続けてい

ます。併せてシルバーも大量生産されて価格

が慢性的に下落しているのですね。

　以上の理由から、本当に良いものを見たい

のであれば、１８７０年代以前、遅くとも第２

次産業革命が終わる少し後、１９２０年代まで

に作られたものを見た方がいいと私は判断し

ました。

　ヨーロッパにおいては、昔はひと揃いの純

銀の食器をもつことが上流社会への“入場

券”でした。こうした銀製品がヨーロッパの

上流社会に普及することによってたくさんの

ニセモノが出てくるようになります。

　そこで生まれたのが今日お話する、銀の品

質を保証する「ホールマーク制度」です。

　これはロンドンで１４世紀に始まりました。

貴金属の職人組合の本拠地であった「ゴール

ドスミス・ホール」で検査を受け、基準を満た

した銀器にだけ、工房のマーク、純度のマー

ク、検査所のマーク等が刻まれました。これ

が「ホールマーク」の語源となります。

　実際の表記を、撮影した動画でご紹介しま

す。

　こちらは１８世紀後期、ジョージ３世時代

のイギリスのペッパーポットです。塩や胡椒

を入れる容器で、美しい螺旋装飾が施され、

バロック様式のソロモン柱に由来する伝統的

な意匠が取り入れられています。よく見ると

ここにホールマークが刻印されており、本に

よってそれぞれのマークの意味を調べること

ができます。左から工房のマーク、次の「ラ

イオン」のマークは純度９２．５％、純銀であ

ることを示しています。ちなみに、イギリス

のホールマークは全て、ほぼ肉眼で確認でき

ますが、あとでお話するフランスのものは肉

眼ではあまり確認できないものになっていま

す。次に「Ｘ」。アルファベット２６文字と周り

の枠に数パターンあって、その組み合わせで

約４００年間の数字を表すので、これを見る

といつ作られたのかが正確に分かるのです。

本で調べるとこれは１７９３年製ということが

分かります。最後に、このアンカーマークは

どこで検査されたかという、検査所のマーク

で、「アンカー」はバーミンガムの検査所を示

しています。

　銀製品なので錆びます。２つありまして、

１年前に私が少しきれいにしたものと比較す

ると約１年でこれくらい錆びるのですね。

　ほかにも、カトラリーがさまざまあり、ヨー

ロッパではテーブルマナーが重視されている

ので、いろんな場面において全部違う道具を

使っているのですね。

　こちらが、チーズをスライスするスプーン

ですね。

　こちらは５種類のカトラリー。一番左の２

つは１３～１４ｃｍ位の大きさで、大皿に盛ら

れた料理を自分のお皿に取り分けるための専

用器具だそうです。左から３番目はアイスク

リームを取るスプーン。１１～１２ｃｍ位です。

左から４番目は一番小さいコーヒースプーン。

私はコーヒーはあまり飲まないので知識がな

いのですが、エスプレッソスプーンと言って

コーヒーの中でも小さなコップで飲まれてい

るコーヒーだそうです。右の２つ、フォーク

とスプーンはデザートフォークとデザートス

プーンです。１３～１４ｃｍ。

　持ち手の末端から一番下の部分に、まずは

「トーチ」が真ん中にありますが、古典主義に

おいて光明と真理を象徴するものです。エレ

ガントに広がる双翼があり、立体的に彫刻さ

れています。上の方には、宮廷において装飾

の定番である「棕櫚葉紋」が美しくあしらわ

れています。上の方で見るとフォークの左右

に２つのマークのようなものがあり、左が工

房のマーク、右が検査所のマークで、非常に

小さく刻印されています。

　イギリスのものと違ってフランスのものは

マーク自体が非常に小さく、芸術品のように

なっています。肉眼では見えませんがルーペ

で見るとアテナに似ていませんか。こちらは

「ミネルヴァ」と言って、ローマ神話に登場する

知恵・芸術・工芸・戦術をつかさどる女神で

す。ギリシャ神話のアテナと同じルーツで、

見た目も似ています。似ているものが２つあ

りまして、上の方は、ミネルヴァのおでこの

脇に数字の「１」、下の方はあごの下に「２」が

刻印されています。外枠も形が異なっていて

上の方は純度９５０、下の方は純度８００、シル

バーが８０％のものとなっています。

　この２つですが、どこで検査されたのか、

いつ作られたのか、というのは、フランスで

すのでイギリスのようにきちんとしているわ

けではなく、おおよその年代が

分かるようになっています。

　このマークは１８３５～１９７３

年。１００年以上の幅がありま

すからおおよその年しか分から

ないですね。

　次はこちら、ゴールドに見え

るのですがシルバー製です。シ

ルバーだと錆びるのが非常に早

いので金メッキされています。

　２つの花かごの形があり、交

差するローリエの枝と繋がって

います。その上にパームリーフ（ヤシの葉）

やハニーサックル（スイカズラ）などの精巧

なレリーフが施されています。非常に立体的

に作られていますが、これは鋳造ではなくて

おおよその形になってから金工・彫金（金属

では彫刻という言葉は使わないようです）を

施すというかたちで一つ一つ職人が手で作っ

ているのです。

　これが正面で、これが同じスプーンの背面

です。背面の方はタコ足のように見えます

が、優雅にうねる古典的なアカンサスの唐草

文様です。その上は「盾」ですね。特注品で

あれば、その家族の頭文字（イニシャル）だっ

たり、注文者の家紋が刻印されることが多い

のですが、これは一般の販売品で、家族の名

前とかは刻印されていないものになります。

さらに上の、２匹の蛇が巻きついた杖は、ギ

リシャ神話の商神・ヘルメスの持っている

「カドゥケウス」という杖です。ヨーロッパに

おいては伝統的なカトラリーの意匠で、この

モチーフは富・繁栄・知恵・幸運をもたらす

大変縁起のよい象徴となっています。

　ちなみに、フランスの有名ブランド・エル

メスとヘルメスは綴りが“Ｈｅｒｍｅｓ”と全く

同じです。フランス語ではＨを発音しないの

でエルメスとなっているわけですが、関連を

調べたところ、ブランドの創業者がＨｅｒｍｅｓ

なので苗字由来ということでした。これはブ

ランドのエルメスの記念館にそう書かれてい

るのですね。そこで、その苗字自体がヘルメ

ス神由来なのではないかという疑問がさらに

起こるわけですが、これも調べたところ、創

業者はフランス人とドイツ人のハーフで、国

境付近の地名から由来するという説と、ドイ

ツ語由来という説とがあり、いずれもヘルメ

ス神由来という証拠が一切ございませんでし

た。そもそも、ブランドのエルメスには博物

館がありまして、そこに紹介されているブラ

ンドの歴史の中にも、ヘルメス神との関連は

一切確認できませんでした。ですので、関連

はないかなと私は思っています。

　フランスのホールマークにはもう少し種類

があり、先程紹介したのは左の２つですが、

真ん中は「イノシシの頭」と「鍵」のマーク

です。この２つはいずれも純度が８００です。

左側の女神と何が違うかと言うと、イノシシ

の頭と鍵はさらに小さい製品に使われている

のです。イノシシの頭と鍵では何が違うのか

と言うと、パリで作られたものがイノシシの

頭で、パリ以外の地方で作られたものが鍵の

刻印になっています。

　右のものは「マーキュリー」です。その方

の名前がマーキュリーのようですね。

　このマークが付いているものは輸出品で

す。輸出したものには、先程の純度マーク以

外にさらにこれも刻印されるのですね。真ん

中にある「うさぎ」のマークには左下の方に

「×」があり、これは輸出品で返品されたもの

ということになります。返品されて、さらに

修理、バリ取りなどをして再輸出したものに

は「×」のある「うさぎ」マークが付くので

すね。

　ホールマークの付いていないものは偽物で

本当の銀製品ではないのかと言うと、実はそ

うではありません。あくまでも、検査所に出

してマークを付けてもらうので、特注品とか

貴族の方だけに作っているものにはマークの

付かないものもたくさんございます。

　これは博物館で撮影したものですが、高さ

３０ｃｍ、横幅４０ｃｍ位の大きめの宝石箱です。

シルバー製ですが、マークが無いので純度は

分かりませんが、非常に凝った彫刻が施され

ています。

　ホールマークが無くても良いものはたくさ

ん存在するということですね。ちなみに、こ

ちらの宝石箱は推定１７～１８世紀のものです。

　銀製品は「１６世紀」が大きな境目となって

おり、１６世紀以前のものは非常に高額になっ

ています。１６世紀の大航海時代に、植民地

で大きな銀山が見つかって、一度シルバーの

値段が下がってきたのですね。さらに１８世

紀以降は技術が向上して少しずつ銀製品の流

通が多くなって、だいぶ価値が下がってきて

いるということになります。

◎中里会長コメント

　先日秦さんといろいろお話したのですが、

銀を見分ける簡単な方法があるとのことでし

た。銀をお持ちの方は参考にして頂ければと

思うのですが、磁石を銀に当てて吸着するよ

うでしたら本物の銀ではないそうです。ま

た、氷を上に置いて急速に氷が溶けるようで

あれば本物の銀。銀は熱伝導率が高いので、

ちょっと当てるとサッと溶ける勢いがあるそ

うです。

　ほかにも簡単にできる６つのテストがあっ

て、例えば音のテストは叩くと変な音がガー

ンとするとか、酸のテストは臭いが凄いと

か、漂白剤を銀に掛けると黒くなるとか、い

ろいろあるそうです。

　参考になりました。今日は有難うございま

した。

　

ホールマークと銀製品の鑑賞

飯能ＲＣ　会報・広報委員

秦 　 誠 会 員



【黙　　祷】

　６月２日にご逝去された吉田武明パスト会

長に哀悼の意を表して黙祷を捧げます。

・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　秦 誠会員

【会長報告】

　今年度最後の卓話は秦誠会員です。どうぞ

よろしくお願い致します。

　６月のＲＩレートは１ドル１５９円です。

　今年度も残すところ１か月を切りました。

本日の会報・広報委員会担当の卓話のあとは

クラブ協議会が２週連続となります。気を抜

くことなく頑張って参りますので最後までご

支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　３週間前くらいに今年度のガバナーが亡く

なられ、そのあと次年度の原島会長エレクト

（秩父ＲＣ）がご病気で痩せられて心配してい

たのですが、先日、次年度役員会でお元気な

姿を見せてくださり大丈夫とのことでした。

これから手術とのことです。ご心配をおかけ

して申し訳ございませんでしたとの報告があ

りました、と、地区から連絡がありました。

【幹事報告】

　先週の理事会で５名の方の入会が承認され

ました。本日皆様にご通知しましたので、異

議のある方は理由を明記した書面を７日以内

に会長に提出してください。１７・２４日はク

ラブ協議会です。日程、発表者の変更等は幹

事までお知らせください。

　

【委員会報告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　市川君

　第３グループの１０のＲＣは、７月から東

と西に分かれます。所沢の４ＲＣが「第３グ

ループ東」、飯能・日高・狭山中央・新狭

山・入間・入間南ＲＣが「第３グループ西」

となります。まだＩＭの開催は流動的なので

すが、第１回だけは従来通り１０クラブ一緒

に開催することに、先日の会長幹事会で正式

に決まりました。日程は未定ですので「年度

計画書」に記載はありません。決まり次第お

知らせ致します。
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で、ためになる話だと思いますので是非お楽
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ろんなことを調べるのが趣味なのですね。で

すから、今日の話は私が調べたテーマの一つ

ということで、その内容を少し紹介しようか

なと思っています。

　１つ目の質問です。世界で最も価値の低い

貴金属は何でしょう。

　それは銀なのですね。先日調べたところ、

金（ゴールド）は１ｇあたり約２万４，０００円、

銀（シルバー）は３００～４００円。金は銀の約

６０～８０倍の価格でした。貴金属と言いな

がら今、銀は価値の低いものとなっており、

一般論として、一流の芸術品は一流の素材で

作られるという傾向がありますから、果たし

て銀製品でいいものがまだ作られているのか

という疑問が次第に出てくると思います。

　例えば、凝った彫刻を施した象牙の根付

（ねつけ）や煙管（きせる）、

アンティーク家具などは

必ず銘木で作られます。

大理石で建てた大聖堂は

大理石に彫刻します。レ

ンガに彫刻するわけには

いきません。一概には言

えませんが、現代におい

て、銀の芸術品にアート

としての価値の高いものがあるのかというと

非常に限られているのではないかと私は思う

のです。

　本当に良い銀製品を探すなら、どの時代に

目を向けるべきなのか。これが２つ目の質問

ですね。

　１８７０年。この年に何があったかと言う

と、実はそれまでヨーロッパは銀本位制で、

銀は通貨そのものでした。１８７０年になると

イギリスやアメリカなど西洋の主要国が金本

位制に移ってしまったので、この年、銀の値

段が暴落したのですね。と言っても何割か安

くなった程度でしたから現代の安さではまだ

ないですね。

　さらに１８７０年は第２次産業革命が始まっ

た頃でした。そのことと銀の価値とどう関係

するのかと言いますと、銀は銀の鉱山から採

れるものではあるのですが、銀はほかの金属

に混ざっている「伴生鉱」で、要は副産物と

して採れるという特殊な性質をもっているの

です。鉄鋼やそのほかの金属の精錬の効率が

飛躍的に高まると、その副産物として銀も大

量生産されるようになっていきます。第２次

産業革命の終わりは１９１４年頃、第一次世界

大戦が始まった頃になります。

　１８６０～７０年頃にイギリスで第２次産業

革命が始まったという説があり、この頃から

鉄鋼の生産量が増えて、精錬技術も向上して

現在まで鉄鋼の消費量はずっと増え続けてい

ます。併せてシルバーも大量生産されて価格

が慢性的に下落しているのですね。

　以上の理由から、本当に良いものを見たい

のであれば、１８７０年代以前、遅くとも第２

次産業革命が終わる少し後、１９２０年代まで

に作られたものを見た方がいいと私は判断し

ました。

　ヨーロッパにおいては、昔はひと揃いの純

銀の食器をもつことが上流社会への“入場

券”でした。こうした銀製品がヨーロッパの

上流社会に普及することによってたくさんの

ニセモノが出てくるようになります。

　そこで生まれたのが今日お話する、銀の品

質を保証する「ホールマーク制度」です。

　これはロンドンで１４世紀に始まりました。

貴金属の職人組合の本拠地であった「ゴール

ドスミス・ホール」で検査を受け、基準を満た

した銀器にだけ、工房のマーク、純度のマー

ク、検査所のマーク等が刻まれました。これ

が「ホールマーク」の語源となります。

　実際の表記を、撮影した動画でご紹介しま

す。

　こちらは１８世紀後期、ジョージ３世時代

のイギリスのペッパーポットです。塩や胡椒

を入れる容器で、美しい螺旋装飾が施され、

バロック様式のソロモン柱に由来する伝統的

な意匠が取り入れられています。よく見ると

ここにホールマークが刻印されており、本に

よってそれぞれのマークの意味を調べること

ができます。左から工房のマーク、次の「ラ

イオン」のマークは純度９２．５％、純銀であ

ることを示しています。ちなみに、イギリス

のホールマークは全て、ほぼ肉眼で確認でき

ますが、あとでお話するフランスのものは肉

眼ではあまり確認できないものになっていま

す。次に「Ｘ」。アルファベット２６文字と周り

の枠に数パターンあって、その組み合わせで

約４００年間の数字を表すので、これを見る

といつ作られたのかが正確に分かるのです。

本で調べるとこれは１７９３年製ということが

分かります。最後に、このアンカーマークは

どこで検査されたかという、検査所のマーク

で、「アンカー」はバーミンガムの検査所を示

しています。

　銀製品なので錆びます。２つありまして、

１年前に私が少しきれいにしたものと比較す

ると約１年でこれくらい錆びるのですね。

　ほかにも、カトラリーがさまざまあり、ヨー

ロッパではテーブルマナーが重視されている

ので、いろんな場面において全部違う道具を

使っているのですね。

　こちらが、チーズをスライスするスプーン

ですね。

　こちらは５種類のカトラリー。一番左の２

つは１３～１４ｃｍ位の大きさで、大皿に盛ら

れた料理を自分のお皿に取り分けるための専

用器具だそうです。左から３番目はアイスク

リームを取るスプーン。１１～１２ｃｍ位です。

左から４番目は一番小さいコーヒースプーン。

私はコーヒーはあまり飲まないので知識がな

いのですが、エスプレッソスプーンと言って

コーヒーの中でも小さなコップで飲まれてい

るコーヒーだそうです。右の２つ、フォーク

とスプーンはデザートフォークとデザートス

プーンです。１３～１４ｃｍ。

　持ち手の末端から一番下の部分に、まずは

「トーチ」が真ん中にありますが、古典主義に

おいて光明と真理を象徴するものです。エレ

ガントに広がる双翼があり、立体的に彫刻さ

れています。上の方には、宮廷において装飾

の定番である「棕櫚葉紋」が美しくあしらわ

れています。上の方で見るとフォークの左右

に２つのマークのようなものがあり、左が工

房のマーク、右が検査所のマークで、非常に

小さく刻印されています。

　イギリスのものと違ってフランスのものは

マーク自体が非常に小さく、芸術品のように

なっています。肉眼では見えませんがルーペ

で見るとアテナに似ていませんか。こちらは

「ミネルヴァ」と言って、ローマ神話に登場する

知恵・芸術・工芸・戦術をつかさどる女神で

す。ギリシャ神話のアテナと同じルーツで、

見た目も似ています。似ているものが２つあ

りまして、上の方は、ミネルヴァのおでこの

脇に数字の「１」、下の方はあごの下に「２」が

刻印されています。外枠も形が異なっていて

上の方は純度９５０、下の方は純度８００、シル

バーが８０％のものとなっています。

　この２つですが、どこで検査されたのか、

いつ作られたのか、というのは、フランスで

すのでイギリスのようにきちんとしているわ

けではなく、おおよその年代が

分かるようになっています。

　このマークは１８３５～１９７３

年。１００年以上の幅がありま

すからおおよその年しか分から

ないですね。

　次はこちら、ゴールドに見え

るのですがシルバー製です。シ

ルバーだと錆びるのが非常に早

いので金メッキされています。

　２つの花かごの形があり、交

差するローリエの枝と繋がって

います。その上にパームリーフ（ヤシの葉）

やハニーサックル（スイカズラ）などの精巧

なレリーフが施されています。非常に立体的

に作られていますが、これは鋳造ではなくて

おおよその形になってから金工・彫金（金属

では彫刻という言葉は使わないようです）を

施すというかたちで一つ一つ職人が手で作っ

ているのです。

　これが正面で、これが同じスプーンの背面

です。背面の方はタコ足のように見えます

が、優雅にうねる古典的なアカンサスの唐草

文様です。その上は「盾」ですね。特注品で

あれば、その家族の頭文字（イニシャル）だっ

たり、注文者の家紋が刻印されることが多い

のですが、これは一般の販売品で、家族の名

前とかは刻印されていないものになります。

さらに上の、２匹の蛇が巻きついた杖は、ギ

リシャ神話の商神・ヘルメスの持っている

「カドゥケウス」という杖です。ヨーロッパに

おいては伝統的なカトラリーの意匠で、この

モチーフは富・繁栄・知恵・幸運をもたらす

大変縁起のよい象徴となっています。

　ちなみに、フランスの有名ブランド・エル

メスとヘルメスは綴りが“Ｈｅｒｍｅｓ”と全く

同じです。フランス語ではＨを発音しないの

でエルメスとなっているわけですが、関連を

調べたところ、ブランドの創業者がＨｅｒｍｅｓ

なので苗字由来ということでした。これはブ

ランドのエルメスの記念館にそう書かれてい

るのですね。そこで、その苗字自体がヘルメ

ス神由来なのではないかという疑問がさらに

起こるわけですが、これも調べたところ、創

業者はフランス人とドイツ人のハーフで、国

境付近の地名から由来するという説と、ドイ

ツ語由来という説とがあり、いずれもヘルメ

ス神由来という証拠が一切ございませんでし

た。そもそも、ブランドのエルメスには博物

館がありまして、そこに紹介されているブラ

ンドの歴史の中にも、ヘルメス神との関連は

一切確認できませんでした。ですので、関連

はないかなと私は思っています。

　フランスのホールマークにはもう少し種類

があり、先程紹介したのは左の２つですが、

真ん中は「イノシシの頭」と「鍵」のマーク

です。この２つはいずれも純度が８００です。

左側の女神と何が違うかと言うと、イノシシ

の頭と鍵はさらに小さい製品に使われている

のです。イノシシの頭と鍵では何が違うのか

と言うと、パリで作られたものがイノシシの

頭で、パリ以外の地方で作られたものが鍵の

刻印になっています。

　右のものは「マーキュリー」です。その方

の名前がマーキュリーのようですね。

　このマークが付いているものは輸出品で

す。輸出したものには、先程の純度マーク以

外にさらにこれも刻印されるのですね。真ん

中にある「うさぎ」のマークには左下の方に

「×」があり、これは輸出品で返品されたもの

ということになります。返品されて、さらに

修理、バリ取りなどをして再輸出したものに

は「×」のある「うさぎ」マークが付くので

すね。

　ホールマークの付いていないものは偽物で

本当の銀製品ではないのかと言うと、実はそ

うではありません。あくまでも、検査所に出

してマークを付けてもらうので、特注品とか

貴族の方だけに作っているものにはマークの

付かないものもたくさんございます。

　これは博物館で撮影したものですが、高さ

３０ｃｍ、横幅４０ｃｍ位の大きめの宝石箱です。

シルバー製ですが、マークが無いので純度は

分かりませんが、非常に凝った彫刻が施され

ています。

　ホールマークが無くても良いものはたくさ

ん存在するということですね。ちなみに、こ

ちらの宝石箱は推定１７～１８世紀のものです。

　銀製品は「１６世紀」が大きな境目となって

おり、１６世紀以前のものは非常に高額になっ

ています。１６世紀の大航海時代に、植民地

で大きな銀山が見つかって、一度シルバーの

値段が下がってきたのですね。さらに１８世

紀以降は技術が向上して少しずつ銀製品の流

通が多くなって、だいぶ価値が下がってきて

いるということになります。

◎中里会長コメント

　先日秦さんといろいろお話したのですが、

銀を見分ける簡単な方法があるとのことでし

た。銀をお持ちの方は参考にして頂ければと

思うのですが、磁石を銀に当てて吸着するよ

うでしたら本物の銀ではないそうです。ま

た、氷を上に置いて急速に氷が溶けるようで

あれば本物の銀。銀は熱伝導率が高いので、

ちょっと当てるとサッと溶ける勢いがあるそ

うです。

　ほかにも簡単にできる６つのテストがあっ

て、例えば音のテストは叩くと変な音がガー

ンとするとか、酸のテストは臭いが凄いと

か、漂白剤を銀に掛けると黒くなるとか、い

ろいろあるそうです。

　参考になりました。今日は有難うございま

した。

　



【黙　　祷】

　６月２日にご逝去された吉田武明パスト会

長に哀悼の意を表して黙祷を捧げます。

・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　秦 誠会員

【会長報告】

　今年度最後の卓話は秦誠会員です。どうぞ

よろしくお願い致します。

　６月のＲＩレートは１ドル１５９円です。

　今年度も残すところ１か月を切りました。

本日の会報・広報委員会担当の卓話のあとは

クラブ協議会が２週連続となります。気を抜

くことなく頑張って参りますので最後までご

支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　３週間前くらいに今年度のガバナーが亡く

なられ、そのあと次年度の原島会長エレクト

（秩父ＲＣ）がご病気で痩せられて心配してい

たのですが、先日、次年度役員会でお元気な

姿を見せてくださり大丈夫とのことでした。

これから手術とのことです。ご心配をおかけ

して申し訳ございませんでしたとの報告があ

りました、と、地区から連絡がありました。

【幹事報告】

　先週の理事会で５名の方の入会が承認され

ました。本日皆様にご通知しましたので、異

議のある方は理由を明記した書面を７日以内

に会長に提出してください。１７・２４日はク

ラブ協議会です。日程、発表者の変更等は幹

事までお知らせください。

　

【委員会報告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　市川君

　第３グループの１０のＲＣは、７月から東

と西に分かれます。所沢の４ＲＣが「第３グ

ループ東」、飯能・日高・狭山中央・新狭

山・入間・入間南ＲＣが「第３グループ西」

となります。まだＩＭの開催は流動的なので

すが、第１回だけは従来通り１０クラブ一緒

に開催することに、先日の会長幹事会で正式

に決まりました。日程は未定ですので「年度

計画書」に記載はありません。決まり次第お

知らせ致します。

　

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　森住出席向上委員

・見学者１名  （株）野口産業 専務取締役 野口様

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・お蔭様で明治天皇様行在所記念碑できまし

　た。　　　 吉田（行）君、中里（忠）君、沢辺君

・秦さん、卓話頑張ってください。　髙橋君

・入会記念日：福島君

・早退：馬場君

本日計１０，０００円、累計額１，０９７，４４６円。

◎１７日例会当番は細田（伴）、福島会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　本間会報・広報委員長

　委員会として、会員皆さんのことを知って

頂きたいという思いから、なかなか普段飲み

会とかに参加できていない秦会員の、しかも

プライベートな趣味のことについて話して頂

くことにしました。あの秦会員がお金の話で

はなく芸術の話をしてくれる（笑）ということ

で、ためになる話だと思いますので是非お楽

しみ頂ければと思います。

　委員長と私、２人の小さな委員会で、卓話

をどうしようかと悩んでいたのですが、私が

普段しているささやかな研究の一つを紹介し

ようかなという話になりました。あくまでも

個人研究なので参考程度に聞いて頂ければ幸

いです。

　先程食事の時に服部副会長から「（銀製品は）

いつからの趣味ですか」と聞かれたのですが

実は私、銀とかの趣味はもっていなくて、い

ろんなことを調べるのが趣味なのですね。で

すから、今日の話は私が調べたテーマの一つ

ということで、その内容を少し紹介しようか

なと思っています。

　１つ目の質問です。世界で最も価値の低い

貴金属は何でしょう。

　それは銀なのですね。先日調べたところ、

金（ゴールド）は１ｇあたり約２万４，０００円、

銀（シルバー）は３００～４００円。金は銀の約

６０～８０倍の価格でした。貴金属と言いな

がら今、銀は価値の低いものとなっており、

一般論として、一流の芸術品は一流の素材で

作られるという傾向がありますから、果たし

て銀製品でいいものがまだ作られているのか

という疑問が次第に出てくると思います。

　例えば、凝った彫刻を施した象牙の根付

（ねつけ）や煙管（きせる）、

アンティーク家具などは

必ず銘木で作られます。

大理石で建てた大聖堂は

大理石に彫刻します。レ

ンガに彫刻するわけには

いきません。一概には言

えませんが、現代におい

て、銀の芸術品にアート

としての価値の高いものがあるのかというと

非常に限られているのではないかと私は思う

のです。

　本当に良い銀製品を探すなら、どの時代に

目を向けるべきなのか。これが２つ目の質問

ですね。

　１８７０年。この年に何があったかと言う

と、実はそれまでヨーロッパは銀本位制で、

銀は通貨そのものでした。１８７０年になると

イギリスやアメリカなど西洋の主要国が金本

位制に移ってしまったので、この年、銀の値

段が暴落したのですね。と言っても何割か安

くなった程度でしたから現代の安さではまだ

ないですね。

　さらに１８７０年は第２次産業革命が始まっ

た頃でした。そのことと銀の価値とどう関係

するのかと言いますと、銀は銀の鉱山から採

れるものではあるのですが、銀はほかの金属

に混ざっている「伴生鉱」で、要は副産物と

して採れるという特殊な性質をもっているの

です。鉄鋼やそのほかの金属の精錬の効率が

飛躍的に高まると、その副産物として銀も大

量生産されるようになっていきます。第２次

産業革命の終わりは１９１４年頃、第一次世界

大戦が始まった頃になります。

　１８６０～７０年頃にイギリスで第２次産業

革命が始まったという説があり、この頃から

鉄鋼の生産量が増えて、精錬技術も向上して

現在まで鉄鋼の消費量はずっと増え続けてい

ます。併せてシルバーも大量生産されて価格

が慢性的に下落しているのですね。

　以上の理由から、本当に良いものを見たい

のであれば、１８７０年代以前、遅くとも第２

次産業革命が終わる少し後、１９２０年代まで

に作られたものを見た方がいいと私は判断し

ました。

　ヨーロッパにおいては、昔はひと揃いの純

銀の食器をもつことが上流社会への“入場

券”でした。こうした銀製品がヨーロッパの

上流社会に普及することによってたくさんの

ニセモノが出てくるようになります。

　そこで生まれたのが今日お話する、銀の品

質を保証する「ホールマーク制度」です。

　これはロンドンで１４世紀に始まりました。

貴金属の職人組合の本拠地であった「ゴール

ドスミス・ホール」で検査を受け、基準を満た

した銀器にだけ、工房のマーク、純度のマー

ク、検査所のマーク等が刻まれました。これ

が「ホールマーク」の語源となります。

　実際の表記を、撮影した動画でご紹介しま

す。

　こちらは１８世紀後期、ジョージ３世時代

のイギリスのペッパーポットです。塩や胡椒

を入れる容器で、美しい螺旋装飾が施され、

バロック様式のソロモン柱に由来する伝統的

な意匠が取り入れられています。よく見ると

ここにホールマークが刻印されており、本に

よってそれぞれのマークの意味を調べること

ができます。左から工房のマーク、次の「ラ

イオン」のマークは純度９２．５％、純銀であ

ることを示しています。ちなみに、イギリス

のホールマークは全て、ほぼ肉眼で確認でき

ますが、あとでお話するフランスのものは肉

眼ではあまり確認できないものになっていま

す。次に「Ｘ」。アルファベット２６文字と周り

の枠に数パターンあって、その組み合わせで

約４００年間の数字を表すので、これを見る

といつ作られたのかが正確に分かるのです。

本で調べるとこれは１７９３年製ということが

分かります。最後に、このアンカーマークは

どこで検査されたかという、検査所のマーク

で、「アンカー」はバーミンガムの検査所を示

しています。

　銀製品なので錆びます。２つありまして、

１年前に私が少しきれいにしたものと比較す

ると約１年でこれくらい錆びるのですね。

　ほかにも、カトラリーがさまざまあり、ヨー

ロッパではテーブルマナーが重視されている

ので、いろんな場面において全部違う道具を

使っているのですね。

　こちらが、チーズをスライスするスプーン

ですね。

　こちらは５種類のカトラリー。一番左の２

つは１３～１４ｃｍ位の大きさで、大皿に盛ら

れた料理を自分のお皿に取り分けるための専

用器具だそうです。左から３番目はアイスク

リームを取るスプーン。１１～１２ｃｍ位です。

左から４番目は一番小さいコーヒースプーン。

私はコーヒーはあまり飲まないので知識がな

いのですが、エスプレッソスプーンと言って

コーヒーの中でも小さなコップで飲まれてい

るコーヒーだそうです。右の２つ、フォーク

とスプーンはデザートフォークとデザートス

プーンです。１３～１４ｃｍ。

　持ち手の末端から一番下の部分に、まずは

「トーチ」が真ん中にありますが、古典主義に

おいて光明と真理を象徴するものです。エレ

ガントに広がる双翼があり、立体的に彫刻さ

れています。上の方には、宮廷において装飾

の定番である「棕櫚葉紋」が美しくあしらわ

れています。上の方で見るとフォークの左右

に２つのマークのようなものがあり、左が工

房のマーク、右が検査所のマークで、非常に

小さく刻印されています。

　イギリスのものと違ってフランスのものは

マーク自体が非常に小さく、芸術品のように

なっています。肉眼では見えませんがルーペ

で見るとアテナに似ていませんか。こちらは

「ミネルヴァ」と言って、ローマ神話に登場する

知恵・芸術・工芸・戦術をつかさどる女神で

す。ギリシャ神話のアテナと同じルーツで、

見た目も似ています。似ているものが２つあ

りまして、上の方は、ミネルヴァのおでこの

脇に数字の「１」、下の方はあごの下に「２」が

刻印されています。外枠も形が異なっていて

上の方は純度９５０、下の方は純度８００、シル

バーが８０％のものとなっています。

　この２つですが、どこで検査されたのか、

いつ作られたのか、というのは、フランスで

すのでイギリスのようにきちんとしているわ

けではなく、おおよその年代が

分かるようになっています。

　このマークは１８３５～１９７３

年。１００年以上の幅がありま

すからおおよその年しか分から

ないですね。

　次はこちら、ゴールドに見え

るのですがシルバー製です。シ

ルバーだと錆びるのが非常に早

いので金メッキされています。

　２つの花かごの形があり、交

差するローリエの枝と繋がって

います。その上にパームリーフ（ヤシの葉）

やハニーサックル（スイカズラ）などの精巧

なレリーフが施されています。非常に立体的

に作られていますが、これは鋳造ではなくて

おおよその形になってから金工・彫金（金属

では彫刻という言葉は使わないようです）を

施すというかたちで一つ一つ職人が手で作っ

ているのです。

　これが正面で、これが同じスプーンの背面

です。背面の方はタコ足のように見えます

が、優雅にうねる古典的なアカンサスの唐草

文様です。その上は「盾」ですね。特注品で

あれば、その家族の頭文字（イニシャル）だっ

たり、注文者の家紋が刻印されることが多い

のですが、これは一般の販売品で、家族の名

前とかは刻印されていないものになります。

さらに上の、２匹の蛇が巻きついた杖は、ギ

リシャ神話の商神・ヘルメスの持っている

「カドゥケウス」という杖です。ヨーロッパに

おいては伝統的なカトラリーの意匠で、この

モチーフは富・繁栄・知恵・幸運をもたらす

大変縁起のよい象徴となっています。

　ちなみに、フランスの有名ブランド・エル

メスとヘルメスは綴りが“Ｈｅｒｍｅｓ”と全く

同じです。フランス語ではＨを発音しないの

でエルメスとなっているわけですが、関連を

調べたところ、ブランドの創業者がＨｅｒｍｅｓ

なので苗字由来ということでした。これはブ

ランドのエルメスの記念館にそう書かれてい

るのですね。そこで、その苗字自体がヘルメ

ス神由来なのではないかという疑問がさらに

起こるわけですが、これも調べたところ、創

業者はフランス人とドイツ人のハーフで、国

境付近の地名から由来するという説と、ドイ

ツ語由来という説とがあり、いずれもヘルメ

ス神由来という証拠が一切ございませんでし

た。そもそも、ブランドのエルメスには博物

館がありまして、そこに紹介されているブラ

ンドの歴史の中にも、ヘルメス神との関連は

一切確認できませんでした。ですので、関連

はないかなと私は思っています。

　フランスのホールマークにはもう少し種類

があり、先程紹介したのは左の２つですが、

真ん中は「イノシシの頭」と「鍵」のマーク

です。この２つはいずれも純度が８００です。

左側の女神と何が違うかと言うと、イノシシ

の頭と鍵はさらに小さい製品に使われている

のです。イノシシの頭と鍵では何が違うのか

と言うと、パリで作られたものがイノシシの

頭で、パリ以外の地方で作られたものが鍵の

刻印になっています。

　右のものは「マーキュリー」です。その方

の名前がマーキュリーのようですね。

　このマークが付いているものは輸出品で

す。輸出したものには、先程の純度マーク以

外にさらにこれも刻印されるのですね。真ん

中にある「うさぎ」のマークには左下の方に

「×」があり、これは輸出品で返品されたもの

ということになります。返品されて、さらに

修理、バリ取りなどをして再輸出したものに

は「×」のある「うさぎ」マークが付くので

すね。

　ホールマークの付いていないものは偽物で

本当の銀製品ではないのかと言うと、実はそ

うではありません。あくまでも、検査所に出

してマークを付けてもらうので、特注品とか

貴族の方だけに作っているものにはマークの

付かないものもたくさんございます。

　これは博物館で撮影したものですが、高さ

３０ｃｍ、横幅４０ｃｍ位の大きめの宝石箱です。

シルバー製ですが、マークが無いので純度は

分かりませんが、非常に凝った彫刻が施され

ています。

　ホールマークが無くても良いものはたくさ

ん存在するということですね。ちなみに、こ

ちらの宝石箱は推定１７～１８世紀のものです。

　銀製品は「１６世紀」が大きな境目となって

おり、１６世紀以前のものは非常に高額になっ

ています。１６世紀の大航海時代に、植民地

で大きな銀山が見つかって、一度シルバーの

値段が下がってきたのですね。さらに１８世

紀以降は技術が向上して少しずつ銀製品の流

通が多くなって、だいぶ価値が下がってきて

いるということになります。

◎中里会長コメント

　先日秦さんといろいろお話したのですが、

銀を見分ける簡単な方法があるとのことでし

た。銀をお持ちの方は参考にして頂ければと

思うのですが、磁石を銀に当てて吸着するよ

うでしたら本物の銀ではないそうです。ま

た、氷を上に置いて急速に氷が溶けるようで

あれば本物の銀。銀は熱伝導率が高いので、

ちょっと当てるとサッと溶ける勢いがあるそ

うです。

　ほかにも簡単にできる６つのテストがあっ

て、例えば音のテストは叩くと変な音がガー

ンとするとか、酸のテストは臭いが凄いと

か、漂白剤を銀に掛けると黒くなるとか、い

ろいろあるそうです。

　参考になりました。今日は有難うございま

した。

　


